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会員事業所の皆さまにおかれましては、今年度も本会事業推進について、ご理解、ご協力を賜りありがとうござ
いました。
新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけは、5月に現在の2類相当から5類に見直されることとなりますが、当
会会員事業所の皆様にとってはこれからもウイズコロナで、感染対策等の対応は継続していくものと思われます。
来年度も引き続き、会員事業所の皆様とともに事務局も一丸となって、迅速な情報収集や情報提供により、感
染防止対策や非常事態に対応できるよう努めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。
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事務局からのお知らせ

社会福祉連携推進法人の推進
～連携・協働化で経営基盤の強化を～
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　令和４年度施設長研修会が令和５年１月23日（月）、ハイブリット形式で開催されました。
　今年度の研修は、伊富貴会長による県老協の事業進捗状況及び国や県への陳情についての基調報
告に始まり、最初の講演は、北海道介護福祉道場・あかい花 代表 菊地雅洋氏により、「介護の質を落と
さずに、生産性を向上するには」と題して講演いただき、ICT化を進めるとともに、教育の大切さを学び
ました。
　続いて「元刑事が教えるストレスフルな現場でメンタルを強く保って仕事をする方法～上司は部下の
ストレスにどう向き合うべきか?～」と題し、一般社団法人日本刑事技術協会 代表理事 森透匡氏による
講演では、「嘘を見抜くスキル、人間心理を読む」という非常に興味深い話で、コミュニケーションの大切
さを改めて考える良い機会となりました。
　最後に行政説明として、兵庫県福祉部総務
課 法人指導官 北茂正氏から監査の実施状況
や兵庫県内の老人福祉施設の経営状況、社会
福祉連携推進法人制度等についての説明があ
りました。
　新型コロナウイルス感染症によりこの３年間
で、老人福祉施設の経営は大きく変わってきま
した。時代を読み、対応していく大切さを考え
る良い機会となりました。

事務局からの
お知らせ

◆◆◆青年部会 会員募集中◆◆◆

【青年部会 事務局】 
特別養護老人ホームたちばな苑 山岡 ＴＥＬ （0799）27-0146

入会お待ちしております！
入会についてのお問い合わせ、
並びに申込書送付は下記、
青年部会 事務局まで。

老人福祉の増進と老人福祉事業推進のために、老人福祉
事業後継者としての研鑽と会員相互の親睦をはかること
を目的とする。

(目的)

50歳以下の施設長もしくは
施設長の推薦する50歳以下の施設職員
年会費 ： 5，000円
会の趣旨に賛同し、ご支援いただける方
年会費 ： 10，000円

（入会条件）

正 会 員

賛助会員

令和４年度 施設長研修会
令和５年1月23日（月）開催
場所　神戸メリケンパークオリエンタルホテル



社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の
推
進

　
　
〜
連
携・協
働
化
で
経
営
基
盤
の
強
化
を
〜

2
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集
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集
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法
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導
官

北
　
茂
正
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1
月
23
日
、兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会

施
設
長
研
修
会
に
お
い
て『
社
会
福
祉
連
携

推
進
法
人
の
推
進
』〜
連
携
・
協
働
化
で
経
営

基
盤
の
強
化
を
〜
と
題
し
、兵
庫
県
福
祉
部
総

務
課
法
人
指
導
官　

北
茂
正
様
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
制
度
の
概
要
と
背
景
に
つ
き
ま
し
て

は
北
氏
の
記
事
を
参
照
い
た
だ
く
と
し
、当
該

制
度
を
各
法
人
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
北
氏
の
ご
講
演
か
ら
考
察
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
制
度
は
令
和
4
年
4
月
か
ら
開
始
さ
れ
、全

国
で
7
法
人
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

財
務
省
の
後
押
し
の
も
と
、介
護
事
業
の
大
規

模
化
に
よ
る
各
種
業
務
の
効
率
化
と
そ
れ
に
よ

る
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
改
善
や
経
営
基
盤

の
強
化
な
ど
を
目
指
す
と
い
う
の
が
本
制
度
の

目
的
で
す
。こ
れ
は
、複
数
の
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ

社
員
と
な
り
大
き
な
会
社（
一
般
社
団
法
人
）

を
設
立
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。（
本
部
の
あ
る

所
轄
官
庁
の
認
定
が
必
要
で
す
。）か
つ
て
の
緩

や
か
な
連
携
か
合
併
し
か
な
か
っ
た
社
会
福
祉

法
人
の
つ
な
が
り
の
中
間
的
な
組
織
化
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人（
以
下「
連
携
法

人
」）に
は
、過
半
数
の
社
会
福
祉
法
人
が
参
入

し
て
お
く
必
要
な
ど
ル
ー
ル
が
あ
り
、業
務
内

容
も
6
点
明
記
さ
れ
て
い
ま
す（
北
氏
報
告
参

照
の
こ
と
）。

　

連
携
法
人
設
立
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

が
、業
務
の
煩
雑
化
も
否
め
ま
せ
ん
。ま
ず
、認

定
所
轄
庁
か
ら
の
連
携
法
人
に
対
す
る
監
査

が
3
年
毎
に
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、社
会
福
祉

会
計
基
準
と
同
じ
も
の
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま

す
。ま
た
、定
款
変
更
等
は
必
須
で
、推
進
方
針

の
変
更
も
認
可
が
必
要
で
す
。さ
ら
に
代
表
理

事
の
変
更
も
認
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
連
携
法
人
設
立
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
部
分

は「
貸
付
け
業
務
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ

に
つ
い
て
は
当
初
財
務
省
や
厚
労
省
で
も
議
論

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、結
局
資
金
の
外
部
流
出

は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、法
人
本
部
会
計
で
黒
字

に
な
っ
た
部
分
の
み
の
貸
付
等
々
、一
定
の
条
件

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
な
る
と
、通
常
規
模
の
組
織
集
合
体
で

こ
こ
ま
で
の
法
人
運
営
業
務
を
自
法
人
業
務

以
外
の
業
務
と
し
て
本
当
に
出
来
る
の
か
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
そ
う
で
す
。具

体
的
に
は
、各
施
設
の
事
務
長
な
ど
、業
務
の

共
有
や
融
通
は
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、総

会
・
理
事
会
・
評
議
会
・
予
算
編
成
・
事
業
・
経

理
・
計
算
書
類
・
監
事
監
査
・
税
務
処
理
を
す

る
と
な
る
と
慎
重
な
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

兵
庫
県
は
全
国
で
も
珍
し
く
当
該
制
度
を

非
常
に
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
て
い
る
県
で
す
。

令
和
3
年
の
10
月
か
ら
稼
働
し
1
月
か
ら
事
前

協
議
を
行
い
、事
務
局
審
査・財
務
審
査・審
査

会
な
ど
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

は
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
新
制
度
を
否
定
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、持
続
可
能
な
法
人
創
設
の
た

め
で
あ
り
、県
と
し
て
新
た
な
試
み
を
有
効
に

広
め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　

結
果
的
に
、我
々
社
会
福
祉
法
人
は
、様
々

な
制
度
の
選
択
肢
が
増
え
る
中
、し
っ
か
り
と

制
度
を
勉
強
し
、所
轄
や
県
に
相
談
し
な
が
ら

慎
重
に
自
法
人
に
合
っ
た
事
業
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

編
集
委
員 

前
川 

義
量

3

　
我
が
国
で
は
、人
口
動
態
の
変
化
に
加
え
、血
縁
、

地
縁
、社
縁
と
い
っ
た
共
同
体
の
機
能
の
脆
弱
化
と

いっ
た
社
会
構
造
の
変
化
が
起
き
て
お
り
、子
育
て
や

介
護
、生
活
困
窮
な
ど
、福
祉
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
複

雑
化・多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
一方
、社
会
福
祉
法
人
に
は
、住
民
に
身
近
な
圏
域

で
様
々
な
地
域
づ
く
り
の
活
動
に
参
画
す
る
非
営
利

セ
ク
タ
ー
の
中
核
と
し
て
、福
祉
分
野
で
の
専
門
性

を
生
か
し
、地
域
住
民
の
抱
え
る
様
々
な
地
域
生
活

課
題
へ
の
対
応
を
進
め
て
も
ら
う
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。中
核
と
な
る
社
会
福
祉
法
人
が
円
滑
に

連
携・協
働
化
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
って
い
く
た

め
に
、新
た
な
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
制
度
を
定
め
た
改
正
社
会
福
祉
法
が
令
和
2
年

6
月
に
成
立
、令
和
4
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

 

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
は
、①
社
員
の
社
会
福

祉
に
係
る
業
務
の
連
携
を
推
進
し
、②
地
域
に
お
け

る
良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、③
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
基
盤
の
強
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
間
の
連
携
方
策
の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

2
以
上
の
社
会
福
祉
法
人
等
の
法
人
が
社
員
と

し
て
参
画
し
、そ
の
創
意
工
夫
に
よ
る
多
様
な
取
組

を
通
じ
て
、地
域
福
祉
の
充
実
、災
害
対
応
力
の
強

化
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
係
る
経
営
の
効
率
化
、人

材
の
確
保・育
成
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
同
じ
目
的
意
識
を
持
つ
法
人
が
個
々
の
自
主
性
を

保
ち
な
が
ら
連
携
し
、規
模
の
大
き
さ
を
活
か
し
た

法
人
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
を
設
立
し
、同
法
人
を
社
会
福
祉

法
に
基
づ
く「
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人（
以
下
、

「
連
携
推
進
法
人
」と
い
う
。）」と
し
て
認
定

（
1
）社
員
の
構
成

　

社
会
福
祉
法
人
、医
療
法
人
、N
P
O
法
人
、株

式
会
社
等（
但
し
、過
半
数
は
社
会
福
祉
法
人
）

（
2
）組
織

　
社
員
総
会（
意
思
決
定
機
関
）、理
事
会（
業
務
執

行
）、評
議
会（
意
見
具
申・業
務
評
価
機
関
）

（
3
）会
費
等
と
議
決
権

  

社
員
は
、会
費
等（
入
会
金
、会
費
、業
務
委
託
費
） 

を
支
払
い
、議
決
権
を
行
使

（
4
）業
務
内
容

　
①
地
域
福
祉
支
援
業
務
、②
災
害
時
支
援
業
務
、

③
経
営
支
援
業
務
、④
貸
付
業
務
、⑤
人
材
確
保
等

業
務
、⑥
物
資
等
供
給
業
務
の
6
業
務
の
中
か
ら
全

部
又
は
一
部
を
選
択
し
て
実
施

 

（
5
）認
定
所
轄
庁
(国
、都
道
府
県
、指
定
都
市
、市
）

　
①
連
携
推
進
法
人
の
本
部
所
在
地
と
、②
各
社
員

の
本
部
所
在
地
に
よ
り
、連
携
推
進
法
人
の
認
定
所

轄
庁
を
決
定（
社
員
の
所
轄
庁
は
、影
響
し
ま
せ
ん
。）

①
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
社
会
福
祉
法

人
か
ら
の
貸
付
が
、連
携
推
進
法
人
を
通
じ
て
可
能

と
な
る
。 

②
人
材
採
用
が
し
や
す
く
な
る
。

③
参
画
法
人
間
で
の
職
員
の
交
流
が
し
や
す
く
な
る
。

④
職
員
育
成（
研
修
な
ど
）を
共
同
で
で
き
る
。

⑤
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
、様
々
な
物
品
の
調
達
コ
ス

ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
認
定
所
轄
庁
に
よ
る
指
導
監
査
の
受
検（
3
年
に

1
回
）

②
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
会
計
基
準
の
適
用

③
認
定
所
轄
庁
への
認
可・認
定・届
出 

例
:
現
況

報
告
書（
毎
年
）、定
款
変
更（
認
可
･
届
出
）等

　
社
員
総
会
、理
事
会
、評
議
会
、予
算
編
成
、事
業

実
施
、経
理
、計
算
書
類
作
成
、監
事
監
査
、税
務
な

ど
、法
人
運
営
の
た
め
の
人
員・経
費
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

　
令
和
5
年
1
月
23
日
現
在
で
7
法
人（
う
ち
貸
付

業
務
を
行
う
の
は
1
法
人
）

　
一
般
社
団
法
人
日
の
出
医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ（
社

員
3
法
人
：（
福
）日
の
出
福
祉
会
、（
福
）博
愛
福

祉
会
、（
医
）奉
志
会
）か
ら
認
定
申
請
が
あ
り
、令
和

4
年
8
月
1
日
に
県
内
第
1
号（
全
国
3
番
目
）の

連
携
推
進
法
人
と
し
て
、兵
庫
県
が
認
定
し
ま
し

た
。貸
付
業
務
を
除
く
5
業
務
を
実
施
し
、I
C
T

化
の
推
進（
受
託
）、ウ
ェ
ブ
広
報
等
の
推
進（
受
託

）、人
材
採
用（
受
託
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
の
協

定
に
基
づ
く
特
定
技
能
者（
介
護
）の
養
成・受
け
入

れ
支
援
、I
C
T
機
器
等
の
一
括
調
達
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、平
成
28

年
7
月
に
一
般
社
団
法
人

を
設
立
。質
の
高
い
福
祉
医

療
の
提
供
、地
域
貢
献
な
ど

を
目
指
し
、連
携
推
進
法
人

制
度
が
で
き
る
以
前
か
ら
、

同
制
度
が
目
指
す
姿
を
先

取
り
し
て
き
た
と
し
、こ
の

た
び
認
定
申
請
を
さ
れ
ま

し
た
。連
携
推
進
法
人
の
認

定
を
受
け
た
理
由
を「
信
用

力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
、求
人
力

が
よ
り
高
ま
り
、さ
ら
な
る

経
営
力
の
強
化
や
サ
ー
ビ
ス

の
質
向
上
を
期
待
で
き
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

法
定
6
業
務
の
う
ち
貸
付
業
務
に
つ
い
て
は
、社

会
福
祉
法
人
相
互
間
の
支
援
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、①
直
近
3
カ
年
度
の
本
部
拠
点
の
事

業
活
動
計
算
書
に
お
け
る
当
期
活
動
増
減
差
額
の

平
均
額
を
上
限
、②
貸
付
期
間
は
3
年
以
内
、③
貸

付
ご
と
に
所
轄
庁
の
認
定
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、手

間
や
制
約
の
割
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
こ
と
が
難
し
い

よ
う
で
、全
国
的
に
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、県
内
初
の
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
日
の

出
医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ（
加
古
川
市
）を
構
成
す
る

3
法
人
は
い
ず
れ
も
事
業
規
模
が
大
き
な
法
人
で

す
。規
模
の
小
さ
な
法
人
が
連
携
・
協
力
す
る
と
い

う
、こ
の
制
度
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
ま
す
が
、国

の
通
知
で
は「
当
該
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の
創

意
工
夫
に
基
づ
き
、多
様
な
運
営
形
態
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
許
容
さ
れ
る
も
の
」と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

社
会
福
祉
法
人
の
皆
様
に
は
、連
携・協
働
化
に
よ
り

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
手
段
と
し
て
、社
会
福
祉

連
携
推
進
法
人
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
を
是
非
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度

設
立
の
背
景

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_20378.html
をご覧ください。

詳しくは、厚生労働省のホームページ

検索 社会福祉連携推進法人制度
現
状
と
課
題

仕
組
み

連
携
推
進
法
人
の
メ
リ
ッ
ト

運
営
上
の
留
意
点

兵
庫
県
の
認
定
状
況

む
す
び

全
国
の
認
定
状
況

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度
の
概
要

①

②

③

④

⑤

⑥

地域福祉支援業務

災害時支援業務

経営支援業務

貸付業務

人材確保等業務

物資等供給業務

業務内容 具体例

地域ニーズ調査の実施、地域貢献事業の企画

応援物資の備蓄・提供、避難訓練の実施

財務分析、経営コンサルティング

社会福祉法人である社員への貸付
（※貸付毎に所轄庁の認定が必要）

採用・募集の共同実施、研修の共同実施

物資の一括調達、給食の供給
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編
集
委
員 

枡
田
佳
代

　
今
回
講
師
の
妹
尾
弘
幸
氏
は
、複
数
の
介

護
保
険
施
設
を
経
営
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

出
版
や
教
育
も
手
掛
け
て
お
ら
れ
、幅
広
い

視
点
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
今
と
将
来
に

つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

令
和
3
年
度
は
半
数
近
く
の
デ
イ
が
赤

字
と
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
が
主
原
因
で
あ
る
が
、

自
身
が
経
営
す
る
７
つ
の
デ
イ
の
内
、増
収

の
デ
イ
も
あ
っ
た
。何
が
違
う
の
か
と
考
え

る
と
、〝
デ
イ
に
行
っ
た
ら
コ
ロ
ナ
に
感
染

す
る
の
で
は
〞と
い
う
不
安
よ
り
、デ
イ
の

魅
力
の
方
が
勝
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。で

は
ど
う
す
れ
ば
魅
力
的
に
な
れ
る
の
か
、を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

日
本
で
は
2
0
4
0
年
に
要
介
護
者
が

ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、介
護

職
員
は
必
要
数
の
半
数
し
か
供
給
さ
れ
ず
、

劇
的
に
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

A
I
時
代
と
な
っ
て
も
生
き
残
る
職
業
で

あ
り
、外
国
人
に
よ
っ
て
不
足
を
補
う
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。外
国
人
は
日
本
を
選

ば
な
く
な
り
、逆
に
日
本
人
介
護
職
が
、よ

り
高
い
給
料
を
求
め
て
海
外
に
出
て
い
く

よ
う
に
な
る
。一
方
、こ
れ
か
ら
の
利
用
者

は
変
わ
っ
て
く
る
。ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
い
け
る
専
門
職
が
求
め
ら

れ
る
し
、施
設
は
そ
う
し
た
人
材
を
育
成
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
流
れ
を

受
け
て
、デ
イ
は
訪
問
介
護
も
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
、多
様
な
生
活

支
援
を
包
括
的
に
提
供
す
る
場
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
く
。

　
そ
れ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、先
ず
職

員
が
介
護
保
険
制
度
の
求
め
て
い
る「
自
立

支
援
」の
趣
旨

を
理
解
す
る
こ

と
で
あ
る
。自

立
支
援
と
は
、

要
介
護
5
の
人

を
１
に
す
る
こ

と
で
は
な
い
。

5
な
り
に
、そ

の
有
す
る
能
力

に
応
じ
た
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、

家
で
ど
う
し
て
も
ら
う
為
に
、デ
イ
で
ど
う

す
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。こ
の
趣
旨

に
依
れ
ば
、入
浴
介
助
加
算
Ⅱ
も
算
定
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
共
に
働

く
時
、大
切
な
の
は
評
価
し
て
あ
げ
る
こ

と
で
あ
る
。ち
ゃ
ん
と
褒
め
る
こ
と
で
あ

る
。褒
め
る
こ
と
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
。

特
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
大
切
で
、管
理

者
・
リ
ー
ダ
ー
は
1
日
1
回
全
員
を
褒
め

る
こ
と
。

　

職
員
だ
け
で
な
く
、利
用
者
も
褒
め
る
。

挨
拶
す
る
時
は
ち
ゃ
ん
と
立
ち
止
ま
っ
て

挨
拶
し
、集
団
体
操・活
動
時
に
は
、名
前
を

言
っ
て
最
低
1
回
個
別
に
褒
め
る
。こ
う
し

て
い
け
ば
、利
用
者
の
方
か
ら
実
現
し
た
い

事
、夢
を
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
自
分
が
見
て
い
て
も
、現
場
の
職
員
は
ど

う
し
て
こ
ん
な
こ
と
思
い
つ
く
ん
だ
ろ
う

と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
る
。介
護
の

仕
事
は
お
も
し
ろ
い
。仕
事
自
体
が
お
も
し

ろ
く
、デ
イ
の
可
能
性
は
大
き
い
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
。

令和4年度もケアプラン作成担当者（初学者）を対象に「包括的自立支
援プログラム」の浸透を図るべく、基礎研修会を2回実施しました。

◎ ケアプラン委員会

介護報酬改定の影響調査・物価高騰に伴う緊急影響度調査等を実施・分析
したものをホームページに掲載しております。又本調査に基づき厚生労働
省、国会議員との意見交換を行いました。（詳細は、かけはし113号号外等に掲載）

◎ 介護保険推進事業

令和4年度サービス評価事業が終了しました。６月頃に報告書を発行す
る予定です。

◎ サービス評価事業

令和4年度調査研究委員会の事業が終了しました。5月頃に報告書を発
行する予定です。

◎ 調査研究委員会

令和5年1月23日ハイブリッド形式による施設長研修会を開催しま
した。
令和5年度も現場の声に応える研修会を企画してまいりますので、多
くのご参加をお待ちしております。

◎ 研修委員会

令和5年3月2日に施設長研修会を開催しました。
令和5年度にむけて多様化するニーズに対応した研修会を企画しており
ますので、積極的なご参加をお待ちしております。

◎ 養護部会

令和5年2月16日施設長研修会を開催しました。
令和5年度も軽費・ケアハウスの現状と課題に目を向け、研修会の企画や
調査に繋げていきたいと思いますのでご協力お願いします。

◎ 軽費・ケアハウス部会 

令和5年2月10日に、「ウイズコロナ時代におけるデイサービスの事業
運営について」をテーマに、職員・管理者研修会を開催致しました。デイ
部会管理者会を３月10日に開催する予定です。

◎ デイ部会

令和5年度かけはし発行に向け、取り上げて欲しい事柄や、お寄せいた
だいた会員事業所の取組み等の情報を提供する予定です。

◎ 編集委員会

令和5年1月30日に、「令和５年度地域サポート施設の募集要項の説明
会」と認定施設による「事例発表会」を開催しました。各施設とも地域に
根ざした様々なイベントを継続的に実施して頂き地域のコミュニティ作
りに尽力して頂いております。

◎ 地域サポート施設推進事業

部

当協会では、介護現場で働く職員が圏域内の中学校等を訪問し、介護
の仕事の魅力を伝える「出前授業」を随時実施しています。将来の介護
の担い手となる小学生・中学生・高校生・大学生やその保護者・教員に
向けて介護の仕事の魅力を発信しています。さらに今年度は、イメージ
アップＰＲ事業の一環で、マイナビの配信力を活用し、「マイナビニュー
ス」に記事を掲載し、Twitterでも発信しました。

◎  介護人材確保推進委員会

●3月14日　阪神ブロック相談員部会研修会(オンライン開催)
　「リスクマネジメントとクレーム対応について」
　講師:社会福祉法人三翠会統括施設長　前川義彦氏
●3月22日  　第3回 施設長会・研修会(オンライン開催)
　多様性を尊重する職場づくり～施設・法人のためのLGBTQ+研修
　多様性ある職場環境づくりの為、LGBTQ+への理解を深める」
　講師:株式会社JobRainbow代表取締役CEO 星 賢人氏
    

阪神ブロック

●3月17日　令和4年度第2回総会　　
　記念講演「令和6年度　報酬改定に向けて」　
　講師：（株）経営開発センター　代表取締役社長　野崎悦雄氏

東播磨ブロック

姫路ブロック

●2月22日　デイサービス職員研修会
　「ハラスメント防止研修」（オンライン開催）
　講師：黒田社会保険労務士事務所　特定社会保険労務士　黒田幸生氏
●3月10日　事務職員研修会
　「離職防止のためのコーチングコミュニケーション研修」（オンライン開催）
　講師：三幸福祉カレッジ　松尾明氏

但馬ブロック

●3月2日　ケアマネージャー研修会
　「ケアマネジメントにおけるアセスメントの重要性について」開催
　講師：公立神崎総合病院　地域連携室　谷義幸氏
　同日　令和4年度第2回総会開催

●2月20日 13:30～15：00　デイ部会研修会（オンライン開催）
　「福祉職・介護職のためのマインドフルネス」
　講師：関西学院大学教授　池埜 聡氏

丹波ブロック

 

研修会報告ブロック通信
　

軽
費
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
部
会
は
、「
軽
費
・
ケ

ア
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
困
難
事
例
に
つ
い
て

考
え
る
」と
題
し
、社
会
福
祉
法
人
三
翠
会 

統
括
施
設
長 

前
川 
嘉
彦
氏
を
講
師
と
し
て

招
聘
し
、講
義
と
グ
ル
ー
プ
討
議
形
式
の
職

員
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
研
修
前
に
は
、事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

施
設
形
態
や
、職
員
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て

の
聞
き
取
り
が
あ
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

の
内
容
と
し
て
は
、施
設
形
態
に
よ
り
困
り

ご
と
の
内
容
も
様
々
で
あ
る
が
、「
利
用
者

の
個
人
特
性
」「
家
族
の
状
況
」「
入
居
者
同

士
の
人
間
関
係
」「
施
設
の
対
応
」「
社
会
資

源
の
活
用
」「
コ
ロ
ナ
対
応
」な
ど
に
分
類
で

き
る
。ど
の
施
設
に
お
い
て
も
、日
頃
か
ら

多
岐
に
渡
る
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ

と
が
共
感
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　
前
川
講
師
に
よ
る
と
、困
難
事
例
に
対
応

し
て
い
く
た
め
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
、職

員
側
の
問
題
で
は
な
く
、利
用
者
に
と
っ
て

の
問
題
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
再
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
あ
る
。利
用
者
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、ま
ず
生
育
歴
、様
々
な
価

値
観
、心
身
の
状
態
や
経
済
状
況
ま
た
家
族

を
始
め
、そ
の
人
を
取
り
巻
く
周
囲
と
の
関

係
性
、そ
の
中
に
は
施
設
職
員
と
の
関
係
性

な
ど
も
含
め
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
。

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、活
用
で
き
る
社

会
資
源
を
考
え
る
。施
設
形
態
や
特
性
な
ど

に
合
わ
せ
、当
然
、そ
の
施
設
で
行
な
う
べ

き
責
任
の
範
疇
は
全
力
で
対
応
す
る
が
、同

時
に
限
界
も
あ
る
。医
療
的
依
存
度
の
高
い

人
や
介
護
が
必
要
な
人
に
ど
こ
ま
で
対
応

で
き
る
の
か
。例
え
ば
、法
人
内
事
業
な
ど

を
利
用
し
な
が
ら
ど
こ
ま
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
で
き
る
の
か
を
見
極
め
る
。

　
そ
し
て
最
終
的
に
、こ
れ
ら
集
め
た
情
報

か
ら
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

を
検
討
す
る
。利
用
者
に
と
っ
て
の
問
題
は

何
か
、個
人
特
性
、活
用
で
き
る
社
会
資
源

は
何
か
、家
族
の
協
力
の
有
無
や
専
門
分
野

は
専
門
家
に
意
見
を
聞
く
な
ど
、困
難
事
例

に
対
応
で
き
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
形
成
し

課
題
解
決
に
導
く
。

　
利
用
者
と
普
段
の
関
わ
り
の
中
で
、入
所

時
や
平
時
に
利
用
者
の
人
と
な
り
を
理
解

し
、よ
り
多
く
の
情
報
を
収
集
し
て
い
く
こ

と
に
併
せ
、多
職
種
や
専
門
職
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
こ
そ
が
困

難
事
例
に
向
き
合
う
際
、ス
ム
ー
ズ
に
問
題

解
決
へ
と
導
く
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
研
修
で
あ
っ
た
。

軽
費
ケ
ア
ハ
ウ
ス
部
会 

職
員
研
修
会

「
軽
費
・ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
困
難
事
例
に
つ
い
て
考
え
る
」

令
和
4
年
11
月
18
日（
金
）

方
法
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

令
和
4
年
度
デ
イ
部
会
職
員
・
管
理
者
研
修
会

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
」

令
和
5
年
2
月
10
日（
金
）

方
法
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

編
集
委
員 

森 

理
恵前川 嘉彦氏

妹尾 弘幸氏

編
集
委
員 

大
澤 

智
子
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に
し
の
み
や
苑
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
67
床
、短
期
入
所
７
床
、

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
22
名
定
員

を
運
営
し
て
い
ま
す
。兜
の
形
を
し
て

い
る
甲
山
を
望
む
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
青
々
と
し
た

木
々
、秋
に
は
紅
葉
、冬
に
は
野
鳥
が

多
く
飛
び
、季
節
を
感
じ
る
自
然
豊
か

な
環
境
で
す
。車
で
５
分
ほ
ど
で
市
内

に
行
く
こ
と
が
で
き
、地
域
と
の
交

流
、職
員
の
通
勤
も
便
利
で
す
。自
然

環
境
が
豊
か
な
中
、更
に
ご
利
用
者
に

季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

と
し
て
毎
年
、多
く
の
行
事
を
開
催
し

て
い
ま
す
。春
に
は
花
見
や
そ
う
め
ん

流
し
、夏
に
は
夏
祭
り
や
盆
踊
り
、秋

に
は
秋
刀
魚
大
会
や
芋
煮
会
、冬
に
は

餅
つ
き
大
会
、他
に
も
七
夕
や
ク
リ
ス

マ
ス
や
節
分
、時
に
は
忘
年
会
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
や
長
寿
を
祝
う
会

等
々
。コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
す
が
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
職
員
間
で
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。ま

た
日
々
の
献
立
の
工
夫
、施
設
の
前
に

あ
る
苑
庭
で
の
野
菜
作
り
で
も
季
節

を
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。西
宮
に

お
越
し
の
際
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア・グ
ラ
ン
デ
明
石
」

は
平
成
９
年
の
法
人
設
立
と
と
も
に

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
従
来
型
特
養
の「
流
れ
作
業
」「
画
一

的
ケ
ア
」の
概
念
を
払
拭
し
、関
係
性

豊
か
な
強
み
を
活
か
し
た
個
別
ケ
ア

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。平
成
18
年

に
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
を
開
設
し
、介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、食
事
・
排

泄・入
浴
と
い
う
基
本
の
ケ
ア
に
こ
だ

わ
り
、ご
利
用
者
に
と
っ
て
の「
当
た

り
前
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
」を
実
現

す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
労
働
環
境
改
善
に
も

積
極
的
に
取
組
み
、記
録
シ
ス
テ
ム
、

イ
ン
カ
ム
や
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、ノ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
ケ
ア
の
推
進
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。ま
た
、職
員
同
士
の
関
係
性

向
上
の
た
め
、ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド
と
い

う
新
し
い
形
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
定
着
率
の
向

上
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
介
護
の
仕
事
を
通
し
て
、

ご
利
用
者
、地
域
の
皆
様
、職
員
に
笑

顔
を
届
け
る
こ
と
の
で
き
る
法
人
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
成
長
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

や
ま
び
こ
庵
は
丹
波
篠
山
市
の
東

部
、篠
山
か
ら
京
都
へ
と
向
か
う
西
京

街
道
沿
い
に
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

す
。こ
の
地
域
は
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
郡
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、や
ま
び
こ
庵
の
建
物
自
体
も
築
百

五
十
年
を
超
え
る
伝
統
的
建
造
物
特

定
物
件
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
建
屋
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

農
村
の
昔
な
が
ら
の
生
活
を
懐
か

し
さ
と
と
も
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、玄
関
を
入
る
と
土
間
や
釜

戸
が
あ
り
、ご
飯
を
炊
い
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
団
欒
が
出
来
た
り
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
や
ま
び
こ
庵
で
の
活
動
は
、小
規
模

な
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
特
性
を

活
か
し
、い
く
つ
か
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。集
団
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、そ
の
人
そ
の
人
の
個
性
に
合

わ
せ
て
や
り
た
い
こ
と
を
選
べ
る
事

で
、あ
ま
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
馴
染
め

な
い
方
や
、男
性
の
ご
利
用
者
に
も
好

評
で
す
。

　
ご
利
用
者
の
自
主
性・自
律
性
を
大

切
に
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

第
二
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し

か
ま
の
里
は
、社
会
福
祉
法
人　
敬
寿

会
が
運
営
す
る
２
つ
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
内
の
一
つ
で
す
。法
人

理
念
で
あ
る「
や
さ
し
く
、ゆ
っ
た
り
、

よ
り
そ
っ
て
」に
基
づ
き
、利
用
者
様
、

そ
の
家
族
様
に
よ
り
添
え
る
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
第
二
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、自
分
ら
し
く
生
き
る
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。」を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
ま
す
。主
な
活
動
と
し
て
、

１
日
３
回
の
集
団
体
操
、脳
ト
レ
を
中

心
と
し
た
個
人
活
動
、壁
画
な
ど
の
創

作
活
動
、季
節
ご
と
の
外
出
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。利
用
者
様
お
１

人
ひ
と
り
が
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂

い
て
い
ま
す
。利
用
さ
れ
た
そ
の
日
が

笑
顔
に
な
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
企

画
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
が
継
続
し
て

頂
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、出
来

る
限
り
継
続
し
た
運
営
を
行
い
、利
用

者
様
家
族
様
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

にしのみや苑

施設長名 
〒662-0001 西宮市甲山町５３番地住所

定員数 67名久保田 健司

TEL 0798-71-9210　FAX 0798-71-9221

にしのみや苑

k.kubota@kabuto294.jp

特別養護老人ホーム／東播磨ブロック

施設長名 
〒６７３-００２１ 明石市王子町13-41 住所

定員数 110名山口 紀子

TEL 078-929-2630　FAX 078‐929-2631
mail@wga.or.jp

day2@shikamanosato.com

併設事業 短期入所生活介護
認知症対応型通所介護

特別養護老人ホーム／阪神ブロック

やまびこ庵

ウェルフェア・グランデ明石

社会福祉法人 福住山ゆりの里

施設長名 
〒669-2513 丹波篠山市福住371住所

定員数 18名首藤 幸美

TEL 079-506-1004　FAX 079-506-9535

やまびこ庵

info@yamayurinosato.com

地域密着型通所介護／丹波ブロック

併設事業 通所介護・訪問介護
短期入所生活介護・居宅介護支援
認知症対応型共同生活介護

通所介護／姫路ブロック

社会福祉法人 敬寿会

施設長名 
〒６７２-８０７９ 姫路市飾磨区今在家7丁目76番地住所

定員数 32名山野 啓祐

TEL 079-233-0700　FAX 079-233-0511

第二デイサービスセンター しかまの里

第二デイサービスセンター
しかまの里

社会福祉法人 甲山福祉センター
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